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２０１９年度ＡＳＥＡＮ・日本経済協議会日本委員会事業報告書 

 

 

自：２０１９年４月１日 

至：２０２０年３月３１日 

 

１．総 会 
紙上総会 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年６月３日 紙上 議事内容 

１. ２０１８年度事業報告書（案） 

２. ２０１８年度収支決算書（案） 

３. ２０１９年度事業計画書（案） 

４. ２０１９年度収支予算書（案） 

 

２．勉強会 
（１）「これからのASEANをどう見るか：変革する経済、テクノロジーがもたらす新たなビジネス

機会」 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年１１月５日 日本商工会議所 

会議室ＡＢ 

（２２名） 

１．開会 

２．講演                

株式会社Ｕｚａｂａｓｅ チーフアジアエコノミスト 

川端 隆史 氏 

３．質疑応答 

 

（２）「成長のアセアンと変化する国際情勢 新たなビジネスチャンスをどう捉えるか」 

開催日 場 所 内 容 

２０２０年２月２５日 日本商工会議所 

会議室ＡＢ 

（１７名） 

１．開会 

２．講演                

経済産業省 大臣官房参事 アジア大洋州地域統括 

小林 大和 氏 

経済産業省 通商政策局 アジア大洋州課長 

藤澤 秀昭 氏 

３．質疑応答／意見交換会 

 

３．ＡＳＥＡＮ経済協議会（ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ）との合同会議 
ＡＳＥＡＮ経済協議会（ＡＳＥＡＮ－ＢＡＣ）と各国協議会との合同会議（ＪＢＣ） 

第１４回会合 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年９月６日 タイ・バンコク 

（７０名） 

１．２０１９年のＡＳＥＡＮ経済大臣への要望事項について 

２．各協議会の活動について 
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４．日ＡＳＥＡＮイノベーションネットワーク（ＡＪＩＮ） 
 シンガポールの食品技術と e コマース関連企業との交流会 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年４月１６日 東京商工会議所 

５階「Room A1」 

（４３名） 

１．開会・日本商工会議所の概要・活動の説明 

２．交流会 

  

５．日ＡＳＥＡＮ経済大臣会合 
開催日 場 所 内 容 

２０１９年９月８日 タイ・バンコク 日本から釡和明副会長が出席し、日本・ＡＳＥＡＮ第４次産業革命フ

ォーラムの開催など日ＡＳＥＡＮイノベーションネットワークの活動

内容について報告した。 

 

６．EABC（東アジアビジネスカウンシル） 
ＡＳＥＡＮ＋３(日・中・韓)の経済界による組織。 

（１）第４５回ＥＡＢＣ会合 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年９月９日 タイ（バンコク） 

（２４名） 

 

1．中小企業、Ｅコマース、ＲＣＥＰ各ワーキンググループの成果につ

いて 

2．ＡＳＥＡＮ＋３首脳・経済大臣会合、高級実務者会合への提出内容

について 

3．その他 

 

（２）４６回ＥＡＢＣ会合 

開催日 場 所 内 容 

２０２０年１月１１日 ベトナム 

（ハノイ） 

（３３名） 

1．２０１９年度の活動報告 

2．議長交代 

3. ＥＡＢＣ２０２０年のテーマ・活動計画 

 

（３）ＥＡＢＣとＡＳＥＡＮ＋３経済大臣会合 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年９月１０日 タイ（バンコク） 

 

ＲＣＥＰ交渉の早期妥結と企業にとって使いやすく分かりやすい協

定内容の実現を求めたほか、ジェトロ赤星副理事長がＲＣＥＰ交渉参

加１６ヵ国での貿易円滑化と経済統合の実態調査の結果及び提言に

ついて報告を行った。 

 

７．政府・関係団体の事業活動への協力 
ＡＳＥＡＮ日本人商工会議所連合会（ＦＪＣＣＩＡ）への協力 

開催日 場 所 内 容 

２０１９年６月１２日 タイ（パタヤ） ＡＳＥＡＮ日本人商工会議所連合会総会への参加（第一セッション） 

２０１９年７月１７日 インドネシア 

（ジャカルタ） 

ＡＳＥＡＮ日本人商工会議所連合会総会への参加（第二セッション） 
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８．組織 
（１）委員数（２０２０年３月３１日現在） 

  ・委員企業・団体   ２９社 

 

（２）役員等（役職は２０２０年３月３１日現在） 

  ・会  長  三村 明夫（日本・東京商工会議所会頭） 

  ・副 会 長  佐々木幹夫（三菱商事株式会社特別顧問） 

朝田 照男（丸紅株式会社常任顧問） 

釡  和明（株式会社ＩＨＩ相談役） 

伊東 孝紳（本田技研工業株式会社取締役相談役） 

中村 邦晴（住友商事株式会社取締役会長） 

 ・事務総長  石田  徹（日本・東京商工会議所専務理事） 

 

 

以 上 


